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館
名 

呉市宮原まちづくりセンター 

事
業
名 

キャリアスタートウィーク 

趣
旨 

○中学生が，職場体験を通して，勤労することへの意欲を持つようになる。 

特
徴 

○毎年，市教育委員会のキャリア教育事業（中学生の職場体験）に係る中学生の受け入れを
行っている。 

○従来の職場体験は，何かの講座を体験させたり，決められた掃除や整理を行ったりといった
受け身のものが中心であったが，これでは勤労への意欲が養われないと考えた。発想の転
換をして，「講座そのものの企画・運営・指導する事業に結び付けて中学生自身に行っても
らう」という内容にした。 

○地区内の学校と緊密に連携し，市教育委員会のキャリア教育事業（中学生の職場体験）を
活用して，地域の小学生を対象とした講座「夏休み宿題ラストスパート教室」等を行い，工
作や宿題を小学生に教える体験を通して，職場体験のまとめとし，次世代の地域リーダー
育成の取組を進めている。 

 

事
業
の
様
子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活
動
実
績 

【実施期日】 

平成 28 年８月 22 日（月）～８月 26 日（金） ５日間（実施済） 

※今年度で３年目 

 

【実施場所】 

呉市宮原まちづくりセンター  

 

【実施機関・団体等】 

呉市宮原まちづくりセンター，中学校，小学校（中学生が企画した講座の参加者） 

 

【対象者及び参加者数】 

中学生２人，小学生８人（中学生が企画した講座の参加者） 

【事業費】 

  ４，３８８ 円 （内訳：材料費） 

【参加者の声】 

 ○中学生さんが分かりやすく説明してくれて，とても早くできた。 

 ○中学生さんがいっぱい教えてくれたので，うれしかったです。 

 ○中学生さんが，やさしくしてくれたので楽しくできました。来年も参加しようと思いました。 

試作品を試行錯誤しな

がら，製作中。主体性を

発揮した。 

試作品を試行錯誤しな

がら，自信を持って指導

中。準備の成果が出て

いる。 

製作中。主体性を発揮

した。 

完成を喜ぶ小学生。 

中学生も満足し，充実感

を味わった。 



広島県立生涯学習センター 

【自由記入】 

＜準備＞ 

○中学生に講座の全てを任せられるように，小学生低学年・高学年対象の夏休みの工作

講座ということをあらかじめ決めておき，中学校を通して中学生を募った。また，中学生が

企画した講座の参加者として小学校を通して小学生を募った。 

 

＜当日＞ 

○当日の流れ 

・１日目 何を作るか徹底的に探す。（図書，インターネット） 

・２日目 ディスカッション，試作 

・３日目 準備物の購入，指導するための計画・準備 

・４日目 講座（午前中３時間），後片付け，整理 

・５日目 まとめ 

○主体性に任せるといったこと。 

 

成
果
と
課
題 

（成果】 
○中学生が何をするかが分かっており，指示がなくても主体的に活動できた。 
○試作品を何回も失敗する中で試行錯誤し，ディスカッションしながら行ったので，充実した 
内容になった。 

○中学生が自分の職業適性を確認するなど，本当の意味での職場体験ができた。 
 
【課題】 
 ○小学生の参加が少なかったが，中学生にとっては指導が行える範囲で，結果的によかっ

た。 
 ○活動時間が少なく，家庭での作業も必要になったが，やる気を持って行うことができた。 
 

【運営した感想】 

（工夫したこと） 

○あまり時間をかけず，おもしろい動きをする作品を作ることができた。 

○小学生に作り方が分かるように，中学生自らが白板に大きく作る手順をかくとういう工夫を

して説明した。 

（中学生から相談されたこと） 

Ｑ小学生に説明が伝わらなかったらどうすれば良いか。 

Ａ小学生の気持ちになって，質問をしながら聞き出していって説明すれば，分かってもらえる

よ。 

  

（嬉しかったこと） 

○小学生が工作を完成させ，とても喜んだこと。 

○準備したことが生かせて，準備の大切さが分かったこと。 

  

（今後の希望） 

○この職場体験を今後の進路選択に生かしたい。 

  

連
絡
先 

宮原まちづくりセンター 
〒737-0024  呉市宮原７丁目４番２１号 
電話  0823-22-1016   ファクシミリ  0823-25-8804  
電子メール  miyakom@city.kure.lg.jp 

 


